
①

、

我
が
国
酩
農
の
生
産
基
盤
が
低
下
す
る
中
で
、
我
が
党
と
し
て
は
、
指
定
団
体
制

度
の
仕
組
み
や
各
団
体
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
課
題
も
あ
り
、
酪
農
家
目
線
に
立
っ

た
見
直
し
の
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
、
昨
年
、
「
生
乳
流
通
・
取
引
体
制
等
検
討
Ｗ

Ｔ
」
に
お
い
て
提
言
し
、
酪
農
家
の
所
得
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、
①
乳
価
交
渉
力

の
強
化
、
②
中
間
コ
ス
ト
の
削
減
、
③
物
流
コ
ス
ト
の
削
減
等
の
指
定
団
体
制
度
の

機
能
強
化
に
つ
い
て
適
切
な
対
応
策
を
と
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と

も
、
さ
ら
に
鋭
意
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
９

生
乳
は
腐
敗
し
や
す
く
、
日
々
・
季
節
毎
に
供
給
・
需
要
と
も
に
変
動
す
る
等
の

特
性
が
あ
り
、
今
後
と
も
、
指
定
団
体
の
果
た
し
て
い
る
重
要
な
役
割
で
あ
る
①
乳

業
メ
ー
カ
ー
と
の
交
渉
、
②
条
件
不
利
地
域
を
含
む
集
乳
の
引
き
受
け
や
集
送
乳
の

効
率
化
、
③
価
格
の
高
い
飲
用
乳
と
低
い
加
工
原
料
乳
の
調
整
な
ど
の
機
能
を
引
き

続
き
堅
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

指
定
団
体
制
度
の
仕
組
み
は
、
我
が
国
の
酪
農
を
将
来
に
わ
た
っ
て
発
展
さ
せ
て

い
く
上
で
、
重
要
な
制
度
で
あ
り
、
そ
の
廃
止
は
、
我
が
国
酪
農
に
大
き
な
混
乱
を

も
た
ら
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
去
る
四
月
八
日
付
け
の
規
制
改
革
会
議
の
「
現
行

の
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
制
度
は
廃
止
す
る
」
と
の
提
言
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
消

費
地
か
ら
遠
い
零
細
な
酪
農
家
や
離
島
の
酪
農
家
に
与
え
る
影
響
や
飲
用
向
け
に
供

給
が
偏
る
こ
と
に
よ
る
需
給
の
混
乱
等
に
つ
い
て
十
分
に
検
討
が
さ
れ
て
い
る
と
は

考
え
ら
れ
ず
、
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
不
十
分
な
検
討
状
況
の
下
で
制
度
を
廃
止
す

る
と
い
う
結
論
を
出
す
こ
と
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
。

よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
は
、
拙
速
に
結
論
を
出
す
の
で
は
な
く
、
今
後
、
党
に
お

け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
十
分
な
調
整
を
経
て
改
革
の
方
向
性
を
示
す
よ
う
強
く
申
し

入
れ
る
。

右
決
議
す
る
。 規

制
改
革
に
関
す
る
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
制
度
に

つ
い
て
の
申
入
れ
（
決
議
（
案
）
）

平
成
二
十
八
年
四
月
十
四
日

自
由
民
主
党

農
林
水
産
戦
略
調
査
会

農
林
部
会

畜
産
・
酪
農
対
策
小
委
員
会

以
上


